
　
町
長
が
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
直
接
Ὶ

町
政
に
関
し
て
ご
意
見
を
聴
く
機
会
で
す
Ί

　
一
組
に
つ
き
Ὶ
三
十
分
の
時
間
で
Ὶ

町
長
と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
二
十
七
日
 
木
 
　
午

前
九
時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
役
場
一
階

監
査
委
員
室
▼
対
　
象
　
町
内
に
在
住
・

在
勤
の
個
人
ま
た
は
五
人
ま
で
の
団
体

▼
募
集
数
　
六
組
 
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
 
▼
締
切
り
　
三
月
十
四
日 
金
 

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・

情
報
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
３

﹁
町
長
と
の
対
話
﹂を

行
い
ま
す

　
ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
他
市
町
村
で

多
発
し
て
い
ま
す
Ί

　
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
Ὶ
着
火
装
置
用

の
乾
電
池
が
取
り
外
し
て
な
い
コ
ン
ロ
Ὶ
穴

を
あ
け
て
い
な
い
ス
プ
レ
ῴ
缶
Ὶ
ガ
ス
ラ
イ

タ
ῴ
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
Ί

　
火
災
事
故
は
Ὶ
作
業
員
の
人
命
が
危
ぶ
ま

れ
ま
す
Ί
ま
た
Ὶ
そ
の
後
の
ご
み
収
集
や
処

理
の
遅
れ
Ὶ
機
械
が
故
障
す
る
な
ど
Ὶ
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
Ί

　
火
災
防
止
の
た
め
Ὶ
ご
み
の
分
別
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６

▼
追
加
工
事
店
 
平
成
二
十
六
年
二
月
一
日

付
 
有
限
会
社
中
島
管
工
所
　
名
古
屋
市
南

区
五
条
町
二
丁
目
一
番
地
の
一
六
三
　
Ԡ
０

５
２
・
６
９
１
・
５
５
７
０
▼
廃
止
工
事
店

 
平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
付
 
ヒ
ラ
テ
建

設
有
限
会
社
　
小
牧
市
小
牧
原
二
丁
目
三
四

九
番
地
▼
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
下
水
道
係

Ԡ
28
・
０
９
４
０

　
浄
化
槽
を
使
う
全
て
の
人
は
Ὶ
維
持
管
理

の
た
め
に
Ὶ
次
の
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
Ί

　
適
正
に
浄
化
槽
を
管
理
し
て
く
だ
さ
い
Ί

○
法
定
検
査

　
浄
化
槽
は
Ὶ
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί
法
定
検
査
は
Ὶ

県
知
事
が
指
定
し
た
次
の
検
査
機
関
の
み
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
指
定
機
関
　
愛
知
県

浄
化
槽
協
会
　
Ԡ
0
5
2

・
4
8
1

・
7
1

6
0

○
保
守
点
検

　
委
託
に
つ
い
て
は
県
で
指
定
を
受
け
た
事

業
者
に
限
り
ま
す
Ί
事
業
者
は
複
数
あ
り
ま

す
の
で
Ὶ
建
設
課
環
境
・
安
全
係
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
Ί

○
清
掃

　
毎
年
一
回
は
槽
内
に
た
ま
ℕ
た
汚
泥
Ὶ
異

物
な
ど
を
抜
き
出
し
Ὶ
機
器
を
洗
浄
・
清
掃

し
て
く
だ
さ
い
Ί
作
業
は
Ὶ
町
で
許
可
を
受

け
た
次
の
事
業
者
に
の
み
委
託
で
き
ま
す

▼
許
可
事
業
者
　
豊
衛
工
業(

株)

　
Ԡ
28
・

0
5
2
4
▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全

係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
６

広報とよやま平成26年3月号

町政あんない7

ご
み
の
分
別
と
作
業
の

　
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を

　
　
　
　
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
交
通
災
害
共
済
は
Ὶ
加
入
者
の
皆
さ
ま
が

助
け
合
い
に
よ
り
Ὶ
交
通
事
故
で
死
傷
さ
れ

た
方
に
見
舞
金
を
贈
る
制
度
で
す
Ί

　
平
成
二
十
五
年
度
の
加
入
世
帯
に
つ
い
て

は
Ὶ
三
月
上
旬
ま
で
に
加
入
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
Ί
新
規
で
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ὶ

加
入
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ὶ
役
場
一
階
の
建

設
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
Ί

▼
加
入
資
格
　
四
月
一
日
現
在
で
豊
山
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
 
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
転
出
さ

れ
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
 
▼
加
入
方
法

加
入
用
紙
と
会
費
を
添
え
て
指
定
金
融
機
関

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▼
会
費
︵
掛
金
︶

年
額
五
百
円
 
九
月
三
十
日
以
後
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
Ὶ
三
百
円
 
た
だ
し
Ὶ
中
学
生

以
下
 
平
成
十
一
年
四
月
二
日
以
後
生
ま
れ
 

及
び
七
十
歳
以
上
 
昭
和
十
九
年
四
月
一
日

以
前
生
ま
れ
 
の
方
は
Ὶ
半
額
二
百
五
十
円

の
会
費
に
よ
り
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
 
九

月
三
十
日
以
後
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
百
五

十
円
 
▼
共
済
期
間
　
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
 
四
月
一
日
以
後
の
加
入
者
は
Ὶ
会
費
を

納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
 
Ί
加
入
後
は
Ὶ
町
外
に

転
出
さ
れ
て
も
共
済
期
間
中
は
有
効
で
す
▼

対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
国
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
の
あ
ℕ

た
日
か
ら
二
年
以
内
▼
問
合
せ
　
建
設
課
環

境
・
安
全
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
６

交
通
災
害
共
済
の
お
知
ら
せ

下水道使用料が変わります下水道使用料が変わります
　消費税率の改定に伴い、平成26年６月
分として計算する使用料から新税率が適
用されますので、ご理解いただきますよ
うお願いします。

下水道使用料の計算例

一般家庭において2か月で40m3使用した場合

合計
基本
使用料

＝＋
4,000円1,200円

従量使用料

1㎥から20㎥まで

　40円×20㎥＝800円

21㎥から40㎥まで

　100円×20㎥＝2,000円

合計額に消費税
率を乗じた金額
が下水道使用料
金になります。

改定前 改定後
差額

(増額)(消費税
率5%)

(消費税
率8%)

120円4,200円4,320円

問合せ  都市計画課  下水道係  Ԡ28・0940▼

　なお、水道料金についても6月分とし
て計算する料金から新税率が適用されま
す。水道料金に関するお問い合わせは、
北名古屋水道企業団　Ԡ22・1251

※
今
月
号
の
相
談
は
Ὶ3
ペ
ῴ
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
Ί


